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ィタが多数登場する。が、11 世紀初めの軍事的レウィタは、それとは異なる 8」。「1 世紀
後に同じタイトルをもつ者たちが聖務日課に従事しているのとは対照的に、〔11 世紀の
レウィタは〕広範な責任を負っていた 9」。 





















































ナ Guillem de Mediona であり、彼をして「司教城塞群の最高差配人」（アダム・コスト）









 ギリェム・ダ・マディオナは 1015 年、ウリバの前任司教ブレイ Borrell（在職 1010-17
年）から城塞カラフを贈与された。この時点で 2 城（マディオナとクラリアーナ Clariana）
の城主であったというから、ビック司教区「辺境」を代表する世俗領主であったといっ



















































































































Riquel も、これと同様の条件でギリェムに贈与した。そして 1017 年に後任司教となっ
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聖堂参事会員でもあったバランゲー Berenguer がエルナ Elna 司教（地中海沿岸のカ
タルーニャ北東部を管轄）に選出されるや、ビック司教ブレイは実力をもってこの十分
















































































































































バが試行していた。1032 年のこの合意においては、金 20 ウンキアの支払い、聖ペトロ
の祭壇に祈りのランプを絶やさないことと並んで、毎年聖アンデレの祝日に、司教座聖
堂参事会員に食事を供することがグルプ家に義務付けられた。なおカルドナ副伯家は、
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注 
1 拙稿「グレゴリウス改革前夜のカタルーニャ司教と司教座教会（1）－最近 30 年間の研究史から－」
『摂大人文科学』22（2015 年）141-160 頁。 
2 LYNCH, Joseph, The Medieval Church. A brief history, London & New York 1992, pp. 125-126. 
引用は p. 125。 
3 リチャード・ウィリアム・サザーン（上條敏子訳）『西欧中世の社会と教会』八坂書房、2007 年。
引用は 195、196 頁。 
4 LYNCH, The Medieval…, p. 125. 
5 ビック司教あるいは同司教座教会と城塞については、1980 年代前半にポール・フリードマンが総
論的に、2000 年代初頭にアダム・コストが城塞・軍事力の差配と文書による合意形成というコンウ
ェニエンティア論の視点から分析している。FREEDMAN, Paul, The diocese of Vic. Tradition and 
Regeneration in Medieval Catalonia, New Brunswick 1983, pp. 90-92; KOSTO, Adam, Making 
Agreements in Medieval Catalonia: Power, Order, and the Written Word, 1000-1200, Cambridge 
2001, pp. 177-178. 






8 FREEDMAN, The diocese…, p. 22. 
9 FREEDMAN, The diocese…, pp. 22-23. 
10 FREEDMAN, The diocese…, p. 22. 
11 FREEDMAN, The diocese…, pp. 23-24. 
12 寄進文書の定型句。例えば JUNYENT, Eduard(ed.), Diplomatari i escrits literaris de l'abat i 
bisbe Oliva, Barcelona 1992, no32(1003). なおこれは、後に修道院長・司教となるウリバが、まだ
伯として俗人であった 1003 年に行った寄進の記録でもある。 
13 FREEDMAN, The diocese…, p. 24. なお「祖国愛」という語について、フリードマンはサン・バ
ネト・ダ・バジェス Sant Benet de Bages 修道院（ビック司教区西部「辺境」マンレザ伯領）を創




14 引用は KOSTO, Making Agreements…, pp. 184-185. 
15 BONNASSIE, Pierre, La Catalogne du milieu du Xe à la fin du XIe siècle. Croissance et 
mutations d’une société, 2 vols, Toulouse 1975-1976, p. 652. 
16 FREEDMAN, The diocese…, p. 23. 
17 d'ABADAL, Ramon, L'abat Oliba, bisbe de Vic, i la seva època, in Dels visigots als catalans, 2 
vols., vol.II: La formació de la Catalunya independent, Barcelona 1974, pp. 141-277, 特に pp. 
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240-241 を参照。 
18 BONNASSIE, La Catalogne..., p. 652. これは前述のとおり、ボナッシーがギリェム・ダ・マディ
オナら「レウィタ」を、通常の（純粋な意味での聖職者としての）司教座聖堂参事会員であったと
考えていたためである。 




例えば以下の論文集を参照。FREEDMAN, Paul, Church, Law and Society in Catalonia, 900-1500, 
Variorum 1994. 
20 BONNASSIE, La Catalogne…, p. 551. 
21 例えば SABATÉ, Frocel (ed.), El temps i l’espai del feudalisme, Lleida 2004, pp. 169-406. 同論




22 例えばマヌエル・リウはボナッシーの慧眼を認めながらも、転換点は 11 世紀というより 9 世紀以
降、とりわけ 10 世紀であったとしてクロノロジーの修正を提起した。RIU, Manuel, El feudalismo 
en Cataluña, in Feudación Sánchez-Albornoz, En torno al feudalismo hispánico. I Congreso de 
Estudios Medievales, Ávila 1989, pp. 375-391; Hipòtesi entorn dels orígens del feudalisme a 






ている。ZIMMERMANN, Michel, Le château contre la cité. Les représentations de 
l'espace-politique dans la Catalogne féodale(XI-XIIe siècles), in La ville médiévale en deçà et 
au-delà de ses murs. Mélanges Jean-Pierre Leguay, Rouen 2000, pp. 387-402. 
24 ZIMMERMANN, Michel, Naissance d'une principauté: Barcelone et les autres comtés 
catalans autour de l'An Mil, in BARRAL, Xavier, IOGNA-PRAT, Dominique, MUNDÓ, Anscari, 
SALRACH, Josep, ZIMMERMANN, Michel (ed.), Catalunya i Francia meridional a l'entorn de 
l'any mil. La Catalogne et la France méridionale autour de l'an Mil Barcelone, Barcelona 1991, p. 
113-135, とりわけ pp. 124-127. を参照。 
25 KOSTO, Making Agreements…, pp. 183-186. 
26 BENET, Albert, Ansulf de Gurb. Cap de la familia Gurb-Queralt, Ausa 85(1977), pp. 133-145; 
Hug de Gurb, Un Vigatà iniciador de la família Cervelló(996-1027), Ausa 101(1982), pp. 1-12; La 
村上 司樹 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
─  ─ 112 
familia Gurb-Queralt 1956-1276). Senyors de Sallent, 010, Avinyó, Gurb, Maiilleu, Voltrega, 
Queralt i Santa Coloma de Queralt, lnstitut d'Arqueologia, Historia i Ciencies Naturals. Sallenl. 
1993. 
27 以上はダバダルの指摘。d’ABADAL, L’abat Oliba..., pp. 260-261. 
28 以下、紛争の具体的経緯は、d’ABADAL, L’abat Oliba..., pp. 260-263; BOWMAN, Shifting 
Landmarks..., pp. 148-150 を参照。 





BONNASSIE, La Catalogne..., pp. 198-202. 例えば 1020 年以前の係争 75 件のうち 48 件が教会関
係であり、さらにそのうち 43 件が教会側の勝訴、敗訴はわずか 1 件のみで、残る 4 件は和解である
という。 
32 WEINBERGER, Stephen, Les conflits entre clercs et laïcs dans la Provence du XIe siècle, 
Annales du Midi 92 (1980), pp. 269-279. また拙稿「11 世紀前半カタルーニャ地方における修道院
の「危機」とその所領政策－サン・クガト・ダル・バリェス修道院の事例から－」『史学雑誌』第 113
篇 6 号、1-37 頁、特に「文書による「侵略」」と題した第 1 章（8-11 頁）参照。 
33 引用は 2000 年代初めに出版された、アメリカ人史家ジェフリィ・バウマンの紛争解決に関する研
究書より。BOWMAN, Jeffrey, Shifting Landmarks. Property, Proof, and Dispute in Catalonia 
around the Year 1000, New York 2004, p. 149. 
34 BOWMAN, Shifting Landmarks…, p. 149. 
35 KOSTO, Adam, Laymen, Clerics, and Documentary Practices in the Early Middle Ages: The 




ける事例を、紛争相手のこの 3 類型別にまとめている。TO FIGUERAS, Lluís, Un obispo del año 
mil: Oliba de Vic, Codex Aquilarensis 16(2000), pp. 66-87, 特に pp. 76-80 参照。引用は p. 76. も
っともこのグルプ家との紛争は、後述するカルドナ副伯家との紛争と並んで、複雑かつ長期にわた
る紛争の典型であった。すなわち司教ウリバによる、1032 年時点のこの解決は一時的和解に留まり、
最終的解決にはさらに 180 年の歳月を要したのである。FREEDMAN, The diocese…, pp. 129-130. 




FREEDMAN, The diocese…, pp. 93-100, 特に pp. 99-100 を参照。 
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文化の活況などが、具体的事例として挙げられている。TO FIGUERAS, Un obispo…, pp. 80-86. な
お『バルセローナ諸伯の事績録』や、それに影響をあたえた『リポイ修道院小史』などの後代の叙
述史料においては、司教ウリバが称賛されるのは教会の建設者または装飾者としてであって政治
家・平和運動家としてではないという。同論文 pp. 67-68 参照。付言すれば 11 世紀の教会改革にお
いては、建築物、祭服、祭具の整備など、教会の物的拡充もまた、霊的刷新と並んで重視されたこ
とが、近年の研究によって指摘されている。CUSHING, Kathleen, Reform and the Papacy in the 
Eleventh Century: Spirituality and Social Change, 2005, pp. 91-95 参照。 
39 周知のとおりドミニク・バルテルミィは、「紀元千年変動論」あるいは「封建革命論」を生み出し
たフランス学界にあって、その批判と克服の先鋒を担ってきた。BARTHÉLMY, Dominique, 
Chevaliers et Miracles. La violence et le sacré das la societé féodale, Paris 2004, 特に pp. 3-24 参
照。 
40 なおカルドナ副伯は本来ウゾナ副伯のことであるが、同副伯家は 10 世紀末の 30 年前後に都市ビ
ック（ローマ時代のラテン語名アウソナ Ausona、カタルーニャ語名ウゾナ Osona）を離れ、同司教





れた。BOLOS, Jordi, Diccionari de la Catalunya medieval (ss. VI-XV), Barcelona 2000, p. 260. 
41 MASNOU, Josep, La celebració de la refecció pasqual a la catedral de Vic(1038-1252), 
Miscel·lània litúrgica catalane 22(2014), pp. 203-217. 特に pp. 204-205 参照。ルドリゲス・バルナ
ルは同副伯家に関する一連の論考を精力的に発表しているが、ここでは以下の博士論文を挙げてお
く。RODRGUÍEZ BERNAL, Francesc, Los Cardona: familia, poder y territorio en 
Cataluña(siglosXXIII), tesis de doctorado(inédita), Poitiers-Barcelona 2004. ジュニェンが刊行し
た史料集については本稿の注 12 参照。 




ルドナ副伯家である。FREEDMAN, The diocese…; RODRGUÍEZ BERNAL, Francesc, La frontera 
meridional catalane en el siglo XI: Un espacio vizcondal, in MARTOS QUESADA, Juan, BUENO 
SÁNCHEZ, Marisa (eds.), Fronteras en discusión. La Península Ibérica en el siglo XII, Madrid 
2012, pp. 53-73. また拙稿「紀元千年前後のカタルーニャ－バルセローナ略奪からコルドバ遠征、そ
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してその後－」愛知大学人文社会学研究所編『国境を超える歴史学』愛知大学人文社会学研究所、
2018 年、2-21 頁、特に 7-9、12-13 頁を参照。 
44 補足するなら、このとき同副伯家は、10 世紀末の躍進期から一転して窮地にあった。すなわち 1010







し、やがて他の 3 家と共に副伯家同士の婚姻同盟を結ぶに至るという指摘は興味深い。RODRGUÍEZ 
BERNAL, La frontera…, pp. 62-64, 69-70, 引用は p. 64 より。前掲拙稿「紀元千年前後のカタルー
ニャ」12-14 頁も参照。 
45 MASNOU, La celebració…, pp. 203-204, 208-212. 
46 MASNOU, La celebració…, pp. 205, 208-209, 211. 宴会と平和については、例えば SABATÉ, 
Flocel(ed.), Ideas de pau a l'edat mitjana: XIII Curs d'estiu Comtat d'Urgell, Lleida, Pagès, 2010
を参照。 
47 MASNOU, La celebració…, pp. 209-211. 引用は p. 205 より。 
48 MUNDÓ, Anscari, Moissac, Cluny et les mouvements monastique de l'Est des Pyrenées du Xe 
au XIIe siècle, Annales du Midi, 75(1963), pp. 551-570. 
49 TO FIGUERAS, Un obispo…, pp. 77-78. 
50 RODRGUÍEZ BERNAL, La frontera…, pp. 65-67. 
51 MASNOU, La celebració…, pp. 207-208. この裁判記録は近年ルドリゲス・バルナルによって拾
集された未刊行史料である。 
